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 その結果、302施設に郵送し 136人より回答を得た（回収率 45.0％）。その内 121人分を
分析対象とした。施設の特徴として小児科単科のクリニックに併設された施設 57.0%、利用




















認され、仮説としての看護実践内容が実証されたといえる。    
病児保育に関わる看護職は、病児保育室内だけの看護だけでなく、常に家庭療養を見据
えた支援を実践していく必要性が重要と考えた。 
病児保育に関わる看護職は，子どもの気持ちを読み取り代弁することで子どもが抱いて
いる不安を軽減させ、安心させるような表現方法を習得するなどのコミュニケ－ション・
スキルを高めていく必要性が明らかになった。 
 
[結論] 
 病児保育に関わる看護職は，子どもの特性を考慮した観察を行い家庭療養に向けた指導
を実践していた。さらに看護職の特性として他者受容が高いことが明らかとなった。 
  病児保育（クリニック併設型）の看護職の実践内容では、「子どもの特性に基づいた観察」
「子ども・家族とのコミュニケーション」「子ども・家族への家庭療養に向けた指導」「感
染症に対応した療養環境調整」の 4 つの因子が確認され、家庭療養に向けた保護者への支
援が行われ、保護者の不安に応える指導が実践されていた。また、看護職の特性として他
者受容が高いことが明らかとなった。 
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